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齢
難
讐
警
罐
灘

勤呵薙
華

馨

新墾

醗
羅
墾

響
纏

.一.ー

固
候
天
学
協
会
総
会

入
試

・急

増

問

題

を
討

論

国
際
大
学
協会

(シ
リ
ル
・ジ
ェイ
ム
ス
国際
大
掌
協
会
畏
r
カ
ナ

ダ
、
マ
ク
ギ
ル
大学
長
)
第
四
同
総
会
が
さ
る
八月
三十
一日
か
ら
一

週
聞
に
わ
た
り
行な
わ
れ
た
⊃
鰯
会
式
は
三
十
一日東
大
安
田
講
堂
で

行
な
わ
れ
世
界
六
十
三力
国
三
百
四
十
九
大
学
(日本
五
十
【大
学
)

の
代
表
五
百
人が
参
加
し
た
。
大
学
の
ほ
か
、
ユネ
ス
コ、
大
学
団

体
、
学
術
団
体
のオ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
参
加
し
、
アジ
ア
で
の
開
催
は
協

会
殴
立
始
め
て
、共
産
圓
請
国
の
代
衷
も多
く参
加
し
た
。

第
一日
は
入
試
制
度、
大
学
生
急
増
間
題
を
と
り
あげ
討
論
さ
れ
た
が

そ
の
他
「高
尊教
青
への
進
学
」
「経
済
的
、
文
化的
発
展
への
大
学

の
寄
与
」
「大
学
の
自
治1
そ
の
現
代
的
意
昧
」
な
ど
のテ
ー
マに
つ

い
て
一週
問
の
酎
議
が続
け
ら
れ
、
六
日
閉
会し
た。

≡
海
外
出

張
}§

鴫
原
良
一
公
劉狡
助教
授
)
40
・7
・16
～
41
・10
・16
英
語
教

授
法
研
究
の
た
め
米
国
へ
▽市
川
康
夫
(ウ
イ
研
助
教
授
)
如
・9
・

1
～
姐
・8
・31

痛
ウ牙
ル
スの
研
寒
のた
め
イ
ス
ラ
エ
ル
へ▽
深

見
安
(医
助
教
授
)
ω
・8
。
25～
41
・8
・24

神
経
の
鷺
気生
理

学的
研
究
の
た
め
米
国
へ
▽
高
野
醤
一
(医
助
教
授
)
40
・8
・27
～

41
・8
・26

発
生
学
の
研
究
の
た
め
米国
へ▽
熊
田
誠
(工
教
授
)

°40
.8
・21
～
40
・9
・匹

有
機
金
属化
学
の
研
究
劇
査
の
た
め
米

国
へ▽
山
本
常
慣
(理
教
授
)
ω
・8
・
3
～姐
・9
・1

統
計
力

赤
外
吸
収ス
ペ
ク
玉
ル
に
よ
る
吸
着
分
子
の研
究
の
た
必
英
国
へ
▽

石
川
満
夫
(工
助
手
)
40
。8
・8
～
覗
6
8
・16

有
機
金
厨
の
た

め
米
国
へ
▽赤
井
惰
唱
(工
教
授
)
40
・8
・31
～40
・9
・18

土

質
工
学
に
関
す
る
研
究
繭
査
の
た
め
米
国
へ▽
穂
積
啓
旧郎
(薬
助
教

学
の研
究
のた
め
米
国
へ
▽
世
良
明
(理
助教
授
)
40
・9
・1
～
心

・8
・31
反
応
有
犠
化
学
の
研
究
の
た
め
カ
ナダ
へ▽
滴
水
剛
夫
Q
山

講
師
)
ω
・8
・暫
～
41
・9
・25

有
機
化学
に関
す
る
研
究
の
た

め
米
国
へ
▽林
信
也
(工
助
教
授
)
40
・7
・
10
～41
・9
・10

化

学
工
学
の研
究
の
た
め
英
国
・西
独
へ
▽
曹
瞑努
(医
教
授
}
40
・7

.13
～
如
.10
.2

欧
米
に
お
け
る
放
射
線
生
物
学
の現
況
剛
査
の

た
め
米
・英
へ▽
田中
置
雄
父
文
研
期
手
)
40
・
8
・2
～
戯
・2

・12

ア
フ
ガ
ニ
スタ
ン
な
ど
で
の
遺
跡
の
「艘
測査
のた
め
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
へ
▽
竹中
亨
(化
藩

肋
手
)
40
・8
・
25
～41
・8
・24

】叢
京

大

人

事

ミ

鼻
任

理
助
教授

中
川
一郎
(理
講
師
)

医
助教
授

北
村
李
幹

(医
講
蘭
)

工教
授

金
多
潔
(工
助
教
授
)

人
文研
教
授

小

野
川
秀
英
(人文
研助
教
授
)

ヱ
教
助
教
授

中
村良
治
(丁
教
助

手
)

経
済
研教
授

建
元
正
弘
(経
済
研
助
教
授
)

匪助
教
授

武
下
浩
(医
講
師
)
人
文
研
助
教
授

多
田
道
太
郎
(人
文
研
蘭
師)

農
朗
教
綬

中
村
一
(農
講
師
)
薬
助教
授

秦
漕
之
(薬
購
師)

農
助
教
授

藤
田
真夫
(農
文
部
妓
冒
)

薬
助
教
授

町
田勝
之

輔
(薬
助
手
)

薬
助教
授

菊
泡
徹
(薬
助
手
)

人
文
研
助教
授

川
勝
義
雄
(人
文研
助
手
)

採
用

農
付
属
鷹
饗
助
教授

置
永
昌
二

人
文
研
助
教
授
梅
樟
忠

夫

理
教
授

加
治
有
恒

工教
授

高
木
俊
宜

併任

学
生
部
長

西
尾
雅
七
(医
教
授
)

工
学
研
教
授

高村
仁

一
(工
教
授
)
工
学
研
教授

吉
沢
四
郎
(工
教
授
)
整
饗

井

上
牽
(医
教
授
)
騨
離
員

岡
本耕
造
(医
教
授
)
数
理
解
析
研教
授

占
部
実
(九
武
理
教
授
)
人文
研
教
授

河
野
健
一一(教
養
教授
)

配
置換

東
南
ア
研
助
教
授

石井
米
雄
(外
務
省
ア
ジ
ア
局
)
阪
大

文
教
授

池
上
禎
造
(教
獲教
授
)霞
助
教
授

松
属
揃
郎
(農
謂
師
)

穫
助教
授

畑
幸
彦
(水
産
大
助教
授
)
人
文
研
付
属
策
洋
文
献
セ
ン

タ
ー
助教
授

竺
沙
雅
章
(人
文研
助教
授
)

そ
の他

休
職

北
川
醤
太
郎
(法
助
教
授
)

復
職

吉
沢
尚
明
(

理
助教
授
)

辞
職

藤
田
昌
雄
(医助
教
授
)
小
林
穆
(木
材
研
助

教
授
)

参
年
0
就
礎
釈
那

就
職
難
の
夏
休
み
明
け

中
小
企
業

へ
も
殺
到

来
年
度卒
業
予
定
首
の
就
職
決
定
状
り
へ
うて
い
る
た
め
に
実
質
的
に
相
当
る
と
す
こ
し
不
況
だ
と
い
えよ
う
.
だ
り
、
こ
の
国立
充
大
学
法
経
学
部
長
会

況
は
、
今春
、
七
大学
法
経
学
部
憂
が
へ
っで
区
ま
す
ね
.
そ
の
中
で
く
ら
べ
い
た
い
二
月
ご
ろ
には
ほと
ん
ど
渓
定
議
の
串
レ
舎
せが
ど
の
程
度
守
ら
れ
た

昨
年
の
各
会
社
の学
生
争
鷺
戦
を
み
ζ
てみ
る
と
金
融
関
係
が
多
く

生
置
部
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
でに
か
な
り
.か
わ
から
な
い
と
い
って
い
る
。

し
て
胃
田
刈
禁止
の申
し
合
せ
融
お
こ
門
は
へ
うて
い
ま
す
穐
,だ
か
ら
、
ジ
の
難
行が
予
想
さ
れ
て
いる
.

難
欝
蹴躾

晦
灘

護

一。嚢

錘

.

ック
以
後
の
不
況
ム
L
ドが
、
実
質
的
争
率で
す
か
ら
隔
そ
の
あ
た
り
を
み
て

今
年
度
の
戯
学
部
就
職状
況
は
他
学

に
足
着
す
る
時
期
と
ぶ
つ
かり
、
大
手
き
びし
い
と
い
ハ一ご
と
が
い
わ
れ
て
い
部
と
周
嘆

経
満界
明小況
に伴
い
、
か

新
聞
社
が
七
月
初
め
に
就
職
試験
を
お
る
の
では
な
い
で
す
死

ま
た
京
木
よ
な
り
困
鮭
涯
も
よ
う
で
あ
る
。九
月
初

こ
な
って
話
題
を
ま
い
た
が
、そ
の後
り
は
、斜
に私
需
珊方
大
が
も
っと
き
旬
現
在
一農
林
経
済
掌
科
】
確歪
二十

は
シ
リ
す
ぼ
み
状
態
で
、
学
生
、
大学
び
bい
の
で
し
凌う
。

七
人
為
大
嚢

望
三
人馬
未
定

側
が
逆
に
気
を
も
み
始
め
完
全
な
買手

置
人
【林
掌
科
】
内
窟
八
人
(う
ち大

叢

よ
り
一人
)
、
大
堂院
進
学希
ヨ

市
場
に
転
化
し
た
。

嚢

明
会
以
後
の
量
覆
笑

雛
鶏
藷
蓬
藝

,
+
ニへ
残
量

萎

暴

配

嚢
楚
峡
癸
か
書

姦

薬
叢
霧

房
馨

匿
鍵

遷

父
、
大
饒
攣
葺
†
へ

丈
が欝
する森
垂
舞

今琶
獲
馨

2
護

委
歯
へ
震
笙
惣
藝
卒

今
年は
昨年
来
の
不況
で
、
凧人
で

数
社
を
受
験す
る
省
が
大
部
分
で
あ
・

り
、
一社
に合
格
し
て
い
て
も
別
の
・

会
社
を
受
験す
る
暫も
い
た
そ
う
で
゜

あ
る
。
ま
た
猷験
も
他
大
学
学
生
と
゜

一緒
に
行
な
わず
京大
経
済
学
部
出
.

身
の
者
だ
け
が
占
繕に
行
な
った
た

め
、
〃間
士打
ち
4
が各
所
で
み
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。

O
・●●

ア
ル
バ
イ
ト
状
況

求

人

半

渡

京
都
学
生
相
凝
所
の
■
べ
に
よ
る

一と
玉
本
年
度
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
は
、
希
銀
す
る
脅
の
う
ち
五

十
%
程
度
し
か
就
労
で
き
な
い
と
り
つ

狭
い
門
は
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、
昨
會

と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
禾
況
に
は
、
さ

ほ
ど
彫
響
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
-

求
人
は
、
昨
年
寵
比
べ
、
た
し
か
に

百
数
件
、
千
人
余
り
減
少
し
て
い
る

が
、
希
望
者
も
二
手
人余
り
減
っ
てお

り
、
就
労
で
き
た
者
は
二
百入
余
り
の

旗
少
、
あ
っせ
ん
(梯
磁
者
に
対
す
る

OO
・.

不
況
の
渡
は
文
掌
部に
も
押
し
寄
せ

れ
里
§

か
な
畠
,
嚢

釜
呈
れ
て
い嘉
.
九
編
甕

季
響
+
夫
中
芙
羨
杢
曙
て
い
る
.
羅
嘉
約
蓋
o
人
の
と

う
.ま
た
製
馨
四
、
五
社
の
選
裂
肇

い義

文
攣
叢
の
畏

益
嚢

箋

こ
ろ
、
現
棄
誘
求
姦
蛙
五
六

択
が
お
こな
え
る
と
い
わ
れ
る
理
エ
系
に
比
駁
し
て
や
は
り
まだ
好
況
と
い
農粟
エ傑
、
水
産
掌
の
各
学
科
に
つ
い
人
究
月
九
日
現
在
)
と
昨
年よ
り
か

ぐ
て
二
社
か
ら
選択
ずる
と
い
う
状

況
で
各
学
部と
も
九
十
%
決
定
に
至

るま
で
には
ま
だ
数
カ
月
、
中
小
企

業
.瓜霧
員
の
決
短
倭

た
な
け
れ

ば
な
らな
いも
の
と
み
ら
れ
る
。

学
生
の
声

系
と
く
に工
掌
部
で
も
一人
一社
よ
え
よ
う
か
鴨

毒
巽

農
・箋

・、盤
凝

て
は不
明で
あ
る
.

な
り
減
少
し
て
お
り
、
内
定
者赦
も
例

暴
蹴.

ー

OO●
O●

鱗
ー
妻

ー
藁
年
の
半
数
と
い
ら
低
醐
さ
であ
る
.
こ

う
い
う
情
況
の
申
で
蛍生
の
求職
態
度

も
か
な
り
腋
し
く
ほ
と
ん
ど
の学
生
は

今
¢
め
教
腎
学
弼
の
就
獄
はす
ζ
し
四畢
年
度の
経
済
掌
部
の
就
職
状
況
は
数
社
の
就
域
試
験
を
か
けも
ち
で受
験

不
況
に
挿
さ
れ
て
い
る
も
よう
であ
る
十
月
一
日以
降
の
正
式
推
郎
後
に
ま
と
し
て
い
る
.
文
学
部
蔓
獅
蟹
でも
、今

求
人
件
数
六
十
咽に
対
し
て就
職
錘
畳
め
めら
れ
る
の
で
、
現
在
学
部
畜務
箪
後
教
員
採
用
に
よ
り
か
な
り
の
就職
ロ

ー

合
年は
か
な
り
き
び
し
い
と
い
人
数
五
十
四
人
と
か
なり
の
娘
であ
り
で
の
正確
な
耀
計
が
な
い
が
、
経
済
掌
決
定
者
が
出
る
た
め
、
二
月
ご
ろ
には

わ
れ
て
ま
す
がど
う
で
す
実
態
は
、

今
ま
で
籠
学
佼
側
に
と
ど
けら
れ
て
い
部
では
就
職
を希
望
す
る
学
生
の
海
割
最
終
的
に
就
職
状
況
が
判
明
す
るも
の

単
生
ま
あ
そ
う
で
す
ね
.
求
人
会
る
決
定
人
数
は
た
った
十
四
人で
あ
る
は
も
う
内
定し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
が
、
や
や
悲
観
的な
傾
向

社
数
は
例
年
と
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
も
ち
ろ
ん
内
定
者
も
かな
り
いる
だ
ろ
と
翼
ら
れ
て
いる
。
学
部
は
八
月
一日
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

が
、
一社
の求
人
数
が
各
社
と
も
か
な
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も岡
年
にく
ら
べ
の
事
前
選
衡
は
露
め
な
い
と
し
て
お

.謬

就
労
者
の
醒

に
し
て
一%
の
減少
に

嚢

・てミ

}こ
れ
は
一般
の
不
況
が
学
生ま
で
にま

.だ
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
、
求
人
減
が

嚢
わ
れ
て
い
て
も
、
希
望
者
の
減少
に

よ
って
カ
バ
↓
Gれ
て
い
る
締
果
と
み

一ら
れ
る
。
ま
た
京
大
学
生
部庫
生課
へ

0●

▼

9月 号¥180

7
,
ン
ス
屠
へ
の招
纏

窪
田
般弥

叢

ヤ
ッ
ク
ル゚
イ

小
蒙

サ
ン
・ジ
ャ
ヅ
ク塔

ノ
ヱ
ル
・ヌ
エ
ワト

一多
レ
ー
の
日
本誘
訳
(ル
・モ
ン
ド
紙
よ
り
)

ヲ
ラ
ン
ス
梧
添
削
講
鑑
綴
・申
級

朝
倉他

窮

舌
・夫
木
健
・泉
田
武
二共
著
別
売
レ
翻
ー
ド
一、昌8

編

フ

ラ

ン

ス

語

鶏
艘

東京・神田白水社

 

き
た
求
人
も
、
毎
卑
間
定
し
た
も
の
が

多
いた
め
、
景
気
に
よ
る
変
動
は
見
ら

れ
な
い
と
い
う
。

工
教
来
年
度
も
学
生
募
集

闘
争
方
針
を
変
更

一夏
期
休
暇
を
迎
え
だ
工
教
闘
争
は
、

一時
停
止し
て
い
た
が
、
夏
期
休
暇
が

}終
わ
る
と
と
もに
、
活
動
を
開
始
し
た

一よ
う
で
あ
る
。

里
期
休
暇
中
、
工
教
肇
務
長
が
、
エ

教
は
来
年
も
各
科
共
募
集
す
る
と
言

明し
た
こ
と
か
ら
、
夏
期
休
暇
以
前

の
学
長、
所
長
、
工
学
部
畏
と
の
碓

認
事項
甲の
「釆
年
度
は
募
集
し
な

い
」
に反
す
る
も
の
だ
ζし
て
、
こ

の
釆年
度
募
集
が
ど
の
よ
う
な
経
過

を
通
っ
て決
足
さ
れ
た
も
の
か
を
規

在
のと
こ
ろ導
小し
て
い
る
も
よ
う

一
で
あ
る6

一国
立
大
学
四十
一年
度
理
工
系
拡
充
計

.圃
に
も、
工教
の
再
・改
編
ま
た
は
廃

止
は
の
っ
てお
ら
亥

四
十
一年
度
の

大
学
生
急増
対
策
の
一環
と
し
て
、
ま

だ
若
干
の収
容
力
の
あ
る
工
教
を
俘
続
一

ボ
せ
てお
き
な
が
ら
・
そ
の
窪

く
み

皿こ
もう
とす
る
文部
省
の
圧
力
が
大
学

側
に
か
か
った
の
で
は
な
い
か
と
い
う

推
測
も
現
存笙
ま
れ
て
い
る
。
い
つ
れ

に
し
て
も
、
来
矩度
募
輿
実
行
と
い
う

　
寮
問
題
全
国
的
に
激
化

寮
聞
題
は
昨
年か
ら全
国
的
冠
影
響

を
及
ぼ
し
、
学校
当
局
と
学
生
側
の
対

立
は
大
徽
処
分
者
を出
す
ま
で
に
表
圃

化
し
て
い
る
。
こ
れは
昨
年
文
部
省
が

二
二
八
通
達
、
OQ
天学
学
察
覧
埋

運
営
規
則
参
考
案
を
出し
て
か
ら
学
繁

管
理
の
国
一化
、
中
央統
制
を図
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、戦
前
よ
り
伝

統
的
な
自
治
還
営
を
し
て
き
た寮
生
の
一一

反
発
を
か
って
い
る
。
ま
た
最
近
の物
一

価
上
昇
に
よ
り
学
生
の
負
担
が
堰
大
し

て
い
る
上
、
負
担
区
分
方
式
に
よ
り寮
一

生
負
担
が
大
幅
に
増
す
た
め
生
活
防衛
【

的
濾
意
味
も
お
び
て
い
る
。

山
形
大
掌

今
年
春
か
ら
炊
夫
が

退
職
し
、
残
り
の
炊
夫
が
過
労
で
倒

れた
た
め
景
生
は
炊
夫
の
学
校
履
を

山
大
無
期
限
授
業
放
棄

要求
して
き
た
が
、
当
周
は
六
月
反

対
に
現公
務
員
も
全
員
寮
生
履
と
す

る
刮
圃
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
急
激
に両
者
が
対
立
、
七
月
学

校
当
局
の態
度
いか
ん
で
要
求
貫
徹

無
期
限授
菜
放棄
を全
学
集
会
で
決

定
.
同
日当
局は
寮
生
、
学
生
十
二

人
(退
学
六
〉
処分
を発
衷
同
日
.

め
に
一カ
月
に
わ
た
る
授
業
放
棄
を

行
な
い、
紬
果
処
分
撤
同
は
認
め
ら

れ
、
問題
は
振
出
に
も
ど
った
。

佐
賀
大学
嵜
宿
料
値
上
反
対
、
負
想

も力

事
が
事
笑で
あ
る
と
す
れ
ば
、
工
教
闘

争
は
長
期
戦
にな
る
見
通
し
が
強
く
、

ま
た
現
祉
工教
生
の
就
職
状
況
が
極
め

て
悪
く
、当
面
この
問
題
と
確
認
事
項

違
反
な
ど
から
秋
の
闘
争
は
進
め
ら
れ

て
い
く
もよ
う
であ
る
。

府
学
連
大
会
23

・
24
日
に

㎝
秋
の
第

一
波
統

一
行
動

翻
鞘
鰍
襲
難
塑

取
大
、
同
志
社
の
社学
同
。
マル
同
ら

と
立
命
朗
大
自
治会
の
フ
ロン
ト
皿
構

造
改
革
派
と
の
惣見
の
相
異
か
ら
秋
ま

で
延
長
さ
れ
て
い
たが
、
こ
の
九
月
二

十
三
、
四
の
両日
、
行
な
わ
れ
る
見
通

し
と
な
った
.
京
大
内
に
お
け
る
旧
主

流
派
の
社
学
同
、
マ
ル
同な
ど
は
六
月
.

選
挙
で
の
後
蝿
を
康
討
し
、
今
後
活

動
黄
会
議
等
を
通
じ
て戦
術
分
析
、
大

衆
闘
争
方
針
の
検
討な
ど
を
行
う
模
様

一で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
京都
葬

行

動
委
員
会
(毎
週
日岡
毎
に
京
都
高
島

膳
前
℃
座
り込
み
を
統
け
て
い
る
)
総

評
の
共
闘
す
る
九
月
二十
一日
行
動
に

向
け
て
京
都
府
学
連
とし
ても
、
この

}日
統
一行
動
を
も
つ予
定
であ
る
。
な

お
こ
の
日
に
は
去
る
七月
再
建
さ
れ
た

策
京
都
学
連
も
闘
西
にお
け
る
三団
体

共
闘
に
呼
15
し
て
統
「行
動
を
起
こ
す

予
宏
。

よ
り
現在
ま
で
駐
休
み
を
は
さ
ん
で

全
学授
業
放
棄
を
続
い
て
い
る
.

東
学
大
、霧
宿
料
値
上
反対
、負
担
区

分
反
対
で当
周と
対
立
し
て
い
た
掌

生
は
自
治会
を
中
心
に
六
月
、
授
業

放
棄
を
強
行し
た
が
当
周
は
処
分
者

を
発
表
し
て
こ
れ
を抑
え
よ
う
と
し

た
が
、
姐
分
撤
同、
要
求
貫
徹
の
た

不
払
闘箏
を続
け
て
い
た
佐
賀
大
寮

連
合は
、
六
月
に入
り
当
局
が
三
人

の
処分
を
発表
し
た
た
め
、
当
局
と

の
対
決
は
決
定的
に
な
った
。

そ
の
他
京大
吉
田禦
、
熊
野
禦
は
負
担

区
分
反
対
、
寄
宿料
値
上
げ
反
対
で
電

区
分
反対
で
今
年
四月
か
ら
鰭
水
料
一水
料
不
払
い
を
行
な
って
い
る
。
愛
知

学
芸
大
、
広
島
底
学
の
寮連
、
東
京
掌

生
会
鰹
な
ど
も
不
払
い
闘争
を行
な
っ

て
い
る
。
そ
の
他
一橋
大学
、お
茶
の

水
大
学
な
ど
も
嬰
規
約
改
定
反対
で
ス

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
反
対
運
動を
行
な
っ

た
が
、
予
算
面
の
圧
力
と
の
間
で困
難

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

日
韓
・
ベ
ト
ナ
ム
反
対
で
デ
モ

一日
午
後
六時
か
ら
市
役
所
前
広
場

に
お
い
て
京
都膏
年
行
動
委
貝会
の
主

催
に
よ
る
「日韓
条
約反
対
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
即
時
序
止
市
民集
会
」
が
開
か

れ
掌
生
、
労
働
者
、市
民
約
四
百
人
が

集
ま
った
。
集
会
の後
市
役
所
か
ら
河

青
年
行
委
委
圭
催

四
〇
〇
人
が
参
加

原
町
逓
り
ー
四
条
通り
1
円
山
公
園
の

デ
モ
を
行
い
、夜
九
時
頃
解
散
し
た

が
、
こ
の
デ
モ
で
原大
生
届
幣
君
ら
学

生
三
人
が
道
交法
述反
で逮
捕
さ
れ
た

こ
の
日
、
六
時
から
の
集
会
で
は
、

鰹
生
、
教
授
、
労働
者
、
市
民
が
日

韓
条
約
反
対
、
ベ
ト
ナ
ム
戦争
即時

序
止
、
米
軍
撒
退な
ど
を訴
え
た
。

集
会
に
は
チ
供
連
れ
の
労働
者
や
、

家
族
連
れ
の
冊
民
の
姿
も見
ら
れ
た

六
時
半
過
か
ら
ヂ
モ
に
拶
っ
たが
、
警

官
隊
は
最
初
か
ら
こ
の
デ
モ
に弾
圧
を

加
え
デ
モ
行
遮
さ
え
も
度
妨々
憲
し
た

た
め
、
デ
モ
は
混
乱
し
た。
先
頭
に
ロ

ー
ブ
で
体
を
縛
っ
た
ロ
ープ
デ
モ隊
が

行
き
、
つ
い
で
ゼ
ソ
ケ
ン
デ
モ、
自
由

参
加
デ
モ
の
彬
憩
で
始
めら
れ
た
。
警

一冒
隊
は
こ
の
ロ
P
プ
を
切
る
つ
と何
展

も
デ
モ
隊
に
突
入
し
た
た
め
、デ
モ隊

は
四条
河
原
町
交
差
点
付
近
二
度
に
わ

た
って
約
五
分
ぐ
ら
い
座
り
込
ん
だ
。

ま
た
京阪
電
鉄
を
渡
った
と
こ
ろ
で
デ

モ
コ
ー
ス
を強
引
に
変
更
レ
よ
う
と
す

る
警
實
豚
と
デ
モ隊
の
衝
突
が
あ
り
、

デ
モ
隊
数
人
が嵯
い負
傷
を
し
た
.

▼S
宝

圏ク
レラ
ンド
の
「フ
ァ
ニ

ー
・ヒ
ル
」が
ワ
イセ
ツ

谷
疑
の
た
め、
全
国
の
書

店
か
ら
姿
を
消
し
ま
し

た
。
ま
こ
と
に
突
然
の
こ
と
で、
買
お

う
買
お
う
と
思
い
な
が
ら
、
つ
い不
精

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
買
えな
く
な

って
し
ま
い
ま
し
た
.
残
念
です
▼と

こ
ろ
が
、
な
か
に
は
押
収
さ
れ
た
ζと

を
新
聞
で
読
み
そ
れ
か
ら
一生
懸命
に

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
を
捜
し
ま
わ
った
人

も
、
あ
ま
た
あ
る
と
聞
き
ま
し
た.
い

や
ま
った
く
見
上
げ
た
掛
け
です
。
読

書
人
た
る
も
の
、
こ
の
位
の
フ
ァイ
ト
・

は
当
然
持
ち
合
せ
て
お
か
な
け
れ
ば、

と
改
め
て
想
わ
さ
れ
ま
し
た
▼
し
かし

ま
あ
、
な
ん
で
す
ね
、
機
を
逸
し
たと

い
う
斑
で
は
や
は
り僕
な
ど
と商
様
で

本
当
の
読
書
人
と
は
聖
¢れ
な
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
.
輝
け
る
「読
書
人
」

の
称
を
よ
く
保
つ
た
め
に
は
、
出版
社

の
新
刊
案
内
な
ど
に
常
時
自
を
通
し
、

これ
は
と
覚
し
き
書
物
は
、
出
版ぎ
れ

る
と
同
時
に
買
い
込
む
ぐ
ら
い
の
こ
と

を
レ
なく
て
は
駄
目
な
の
で
し
ょ
う
▼

と
こ
ろ
で
「ワ
イ
セ
ツ
」
と
ほ
い
っ
た

い
何
か
?
と
い
う
疑
問
を
、
栄
墾
失
謝

気
味
の
僕
笥
に
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
こ

と
は
、
押
収
な
ど
と
い
う
非
文
明
的
行

為
(?
)
の
発
軸著
ケ
イ
シ
チ
ョ
ウ
の

唯
一の
功
徳
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
.

こ
れ
に
も
異
俘
の
あ
る
方
は
い
ら
っし

ゃる
と
は
思
い
ま
す
が
、
う
か
つ
な
る

僕
等
は
ワ
イ
セ
ツ
の
定
義
な
る
代
物
を

初
め
て
活
宇
で
お
目
に
か
か
った
の
で

す
か
ら
▼
そ
れ
は
①
し
ゅ
う
恥
心
を
刺

激
す
る
も
の
②
性
欲
を
刺
激
す
る
も
の

③
爾
良
な
る
性
的
道
義
観
念
に
反す

る
、
こ
の
三
つ
の
要
件
を
充
す
も
の
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
上
芸
術
作
品
で
あ
っ

て
も
、
ワ
イ
セ
ツ
と
両
立
し
衛
る
、
と

も
書
い
て
あ
り
ま
す
▼
巷
間
に
流
布
し

て
い
る
芸
術
作
品
と
い
う
藷
の
恥
し
げ

な
摺
き
を
、
最
高
裁
の
オ
ジ
イ
サ
ン
方

は
御
存
知
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が

こ
う
三
つ
並
へら
れ
、
そ
の
上
但し
書

き
ま
で
つ
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
も

は
や
、
な
に
を
か
言
わ
ん
、
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
▼
「有
聾
判
決
を
勝
取
ろ

う
」
と
い
う
渋
沢
竜
湧
さ
ん
一流
の
ア

ジ
テー
シ
ョン
も
ま
こ
と
に
む
べ
な
る

かな
、
と
思
わ
れ
る
こ
の
乙
ろ
で
す
。

10朋
150円

中央公鶴社自然
★
火
墨
の
ヴ
¢
響
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い
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の
写
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ア
メ
リ
カ
は
こ
う
考
え
、

こ
の
よ
う
に
行
動
す
る
!

経
済
発
展
段
階
説
て
有
名
な
ロ
ス
ト

ウ
が
、
政
策
企
闘
委
貝
長
の
立
揚
か

ら
、
ゆ
れ
動
く
現
代
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
世
界
戦
略
の
よ
っ
て
立
つ
墓

本
線
を
評
価
し
、
将
来
を
展
望
す
る

反
対
に
せ
よ
、
賛
成
に
せ
よ
、
誰
し

も
一
読
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

〈
目
次
〉わ
が
世
罪
戦爾
/
序
論
/
ア
メリ
ヵ

の
戦
略/
権
力
と
外
交
/観
念
と
行
動
大
西

簿
共
同体
ー
北
の
間
層/
大
西
洋
共
同
体
ーア

メ
リ
カ
の見
方
/
世
界
政治
の
展
開
に
おけ
る

ド
イ
ツ
の役
割

爾
北閥
適
/
戦
略
と
経
済/

新
翼諸
国
に
お
け
る
民
主主
義
の
挑
戦
/低
開

発
地
城に
お
け
る
ゲ
リ
ラ戦
/
離
陸
の
全国
化

/
国
民市
場
の
形
成
方
法
東
西
間
鳳
聖
恥
い

聰拳
/
第
三
の
段
階
/勝
利
への
道

経
済
成
長
の
諸
段
階

W
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円

経
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レ
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・訳
B
6
判

二
玉
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南
の
軽
済
・北
の
経
済

縄
谷
響
久
署
新
番
判

三
〇
〇
円

国
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く
り

、
人

つ
く
り

に
役

立

つ

友
愛

思
想
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・…
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巻
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法
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助
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本
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書
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会
選
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国
書
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パ
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国

民
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実

践

的

理

想
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義

鞠

世

界
平

和
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し

い
道
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
の
使
命

珈

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

統

合

鞠

ゼ

ン

ト

ル

マ

ン

鞠

技

術

に

よ

る

革

命

聯

悲

惨

な

き

ヨ
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ロ

ッ
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回

想
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揃

人
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戒
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理
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理

欄
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物
質
主

義
か
ら

の
離

脱

(河
叢
》
鞭

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
三

つ
の
魂

(河
画
叛
》
榊

戦
争
か
ら
平
和

へ
1零
和
のた
旅
磯
鯨絶
駅

柵

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
統
合
し
な
け
れ
ば
鰍
ら
嫌
い

枷

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

十

字

軍

聞

●
私
は
金
生
涯
を
通
じ
、
仙
の
い
か
な
る
人
よ
り
も
本
書
の

な

著
者
か
ら
多
く
の
影
響
を
う
け
た
.
・…
:
私
に
と
っ
て
そ
う

で
あ
っ
た
如
く
読
者
に
対
し
て
も
そ
う
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

(圃
想
錬
〉魔
島
守
之
助
停
文
よ
り

鹿

島

研

究

所

出

版

会

東
京
・嚢
斎
聚

■

■

543
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日
韓
闘
争

へ
向
け
て

韓
国
学
匹
溝
動
の
契
体
連
帯
と
は

ー
…
嗣§ー

旦
胃
条
約
は、
朴
整
桐の
訪箔
生
砧

を
か
け
た
、必
死
の
バグ
ラ
カ
シ
ー
国

内
的
に
は
、
堂生
を強
制
休醸
に
お
い

こ
み
-
一方
米國
に対
して
は
韓
謹
軍

墜
の
爾
ベ
ト
ナ
ム
派遣
を
国
会
へ同
時

午
是
を
お
こ
な
っ
て最
悪
の
事
態
を
介

避
す
る
安
全
弁
を
造
った
ーに
よ
って

量
量
浬で肇

ζ嚢

こ
れ
に
対
し
△
月
二十
日■
漏
休
畷

謂
け
と
と
も
に
、
護

見
峯

約
批
准
熱
効
化
闘
螢
に
極隈
的
ラ
ジ
カ

リ
ズ
ム
で
突
石

で
い
った
.
す
な
わ

ち
二
十
日
に
は
、
釜
山
東
醸
大学
で
、

二十
一旦
唖
ソ
ウ
ル
大
学
をは
じ
め

と
し
て
、
延
世
、
高
麗
馬
中
央薄
九
大

学
で
、
二
十
四
日
ソ
ウ
ル
に
二万
近
い

学
里が
デ
モ
ン
ス
トレ
ーシ
ョン
嚇
良

劇
k
側
涙
弾
書

弾
圧
を
お

こ
な
う
警
官
掌
浮

ヒ
衝
餐

延
世
天
学
の
デ
モ
隊
に
は
軍隊
ま
で
が

お
そ
う
に
至
っ
た
。
二
十
五
日に
は
高

翼
大
学
で
、
構
内
に
遣
い
込ん
だ
学
生

遣
に
さ
ら
に
、
腿
涙
弾
を
投
げ込
む
の

に
あ
き
た
ら
な
く
港
っ
た
軍隊
は
、
学

園
へ乱
入
し
て
暴
行
の
か
ぎり
を
っく

し
た
●
あ
く
る
二
十六
日に
は
、
前
日

の
軍
隊
の
学
園
慢
入
に
対
する
堂
生
ゆ

り
肇

恐
れ
た
譲
縄
咲
衛
じ
ゅ

令
を
発
動
レ
学
雲
ブモ
の
最後
の
躁
璃

を
計
る
つ
と
し
た
が
、
学
里
側
ほ、

「学
園
を
死
守
し
ょ
う
」
の
ス
ロー
ガ

ン
の
も
と
に
、
な
お
果
敢
にデ
モを
展

な

團
し
、
夜
に
入
って
も
大
学
鱗
内
で搬

夜
の
抗
議
を
お
こ
な
っ
た
が
ζ
れ
に対

し
窟
隊
は
再
度
学
囲
へ
侵
入
び重
餉
圧

に
乗
り
出
し
た
.

ー
・二
-…

こ
の
よ
う
に
韓
国
に
お
け
る
掌
生運

助
を
極
隈
的
な
ラ
ジ
カリ
ズ
ム
に追
い

込
ん
で
ゆ
く
も
の
は
、
馳
理
剛に
いえ

ぱ
且
韓
条
約
が
閑
北
反
統
一歌楢
であ

る
朴
一派
を
テ
コ
入
れ
し
て
B
帝を
も

り
ζ
ん
だ
米
帝
の
軍
事
岡
皿
強化
で
統

一゚
への
可
能
性
を
現
在
よ
ひ
さら
に逆

延
張
す
る
ζ
と
で
あ
り「
日
本
帝国
主

義
の
進
出
に
よ
っ
て
日
本
統
治の
悪
夢

を
再
度
く
り
か
え
す
こ
と癒
どで
あ
ろ

う
.
し
か
し
こ
れ
は
、
批
准
無
効
化の

熾
烈
な
闘
争
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
い
かほ

ど
も抄
い
え
な
い
.
こ
れ
は
日
雰
にお

い
て
不
能
前
塑
皿状
の
イ
ン
テリ
ゲ
ン

チ
ア
が
、
百
駅
争
賜
し
て
の
齢
説
整序

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
闘
争
の
振
幅
が常

に
概
成
運
遭
匿
の
図
上
を
出
な
い
こと

と
樋
関係
で
は
な
い
の
だ
が
.
われ
わ

れ
は
韓
國
の
闘
争
を
鵤
理
ず
け
る
こと

に
喋

す々
べ
き
で
は
な
く
む
し
ろ
、論

理
が闘
争を
醒
え
得
な
い
現
冥
を
か
み

し
め
るだ
け
で
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う

か.韓
国
大
衆
の
生
活
が
不
宏
定
の
極
ヘ

ヨ

向
って
下
降
す
る
甲
に
い
ぶ
り
出
て
楽

る
曹
渋
の
う
め
塁

そ
れ
も
生濱
者

の
モ
ノ
玉i
ン
で
鞘
せ
られ
る
の
を
、

聞
い
て
来
た
学
生
逢
が
、
韓
国
の
社
会

携
造
の
ゆ
え
に
、
堕
埋
化
し
て
そ
の
価

値
の
想
測性
を
お
し
は
か
る
前
に
〈行

為
〉
し
堰
け
れ
は
な
ら
な
い
貌
を
我
々

は
、
見
逓
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
、
そ
の
行
滴
が
、
闘
争
ζし
て
、

六
・
一五
革
命
で
、
自
分
た
ち
が
ぬ
い

つ
け
た
衣
の
中
で
、
グ
ロ
テ
ス
ク
に
肥

大
し
て
し
ま
って
い
る
国
家
糧力
と
対

決
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
、
彼
ら
の
脳
裏

を
か
す
め
る
の
は
、
お
そ
ら
く
革
動
の

ロ
マン
シ
ズ
ム
と
は
裏
は
ら
な
も
の
で

し
か
な
い
だ
る
つ.
三

韓
国
学
生
蕩
動
と
の
運
帯
が
、
闘
争

9

の
婆
炉韓
国
に起
ζる
ごと
に
革
新
論

劇
と
し
て
さ
け
ばれ
て
いる
.
曰
く

「韓
国
学
生
に続
け
」
「
一切
の
カ
ギ

日
本
労
働
者
の闘
に
」等

.々
日
本
政

府は
十
月
臨
時国
会
に
お
い
て
日
韓
条

約
批
准
を
お
ζ
なお
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
これ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
・
日

本
帝
國
主麟
の
海
外進
出
の
足
か
せ
と

し
て
政
治的
有
効
性
は
大
で
あ
ろ
う
こ

と
は
自
明
であ
る
が
、
ま
た
ζ
の
次
冗

で
の韓
国
学
生
と
め
違
繕
は
禾
可
能
で

あ
る
ζ
と
も
目明
で
あ
る
.

ナ
シ
謬ナ
リ
ジ
ムを
附理
と
心
情
の
両

範
■
で
とら
え
る
賦が
さ
か
ん
に
な
さ

れ
て
い
る
が、
我
却が
韓
国
学
生
ア
あ

遣
帯
を
冨う
時、
よ
り
後
者
に
傾
斜
し

た
所
で
禰饒
剛構造
を
見
ざ
る
を
得
な

い
.

学
寮
問
題

、

…

一
…

寮
闘
争
は
昨
年
文
部
省
が
省令
の
形

で出
し
た
二
・
一八
遣
達
、
◎
O大
学

讐
理
週
嘗
規
則
(参
考
案
)
以
来急
速

に
対
糧
力
と
の
対
決
の
方
向
に
向
い
つ

つあ
る
と
い
え
る
.
静
町
大
学
、東
学

黍

山
形
大
学
、
稟
北
大
学
では
大
量

処
分
に
抗
レ
な
が
ら
規
在
も
な
お自
治

撰
と生
活
訪
衛
の
た
め
に
闘
っ
てい

る
.
縦
た
京
大
に
お
い
て
も禾
払闘
争

を
も
うて
起
ち
上
って
い
る
が、
広
島

大
学
、
権
賀
大
掌
、
愛
知
学
契
大学
な

ども
園
じ形
態
で
起
ち
上
って
い
る.

文
巽

の
学
禦
対
策
を
み
る
と
、戦

後
紋
鋸
は
学
王
の
自
治
に
よ
る
寮運
営

に
何
等
干
渉
し
な
か
っ
た
.
昭
和
二十

六
年
ご
ろ
か
ら
学
禦
を
国
蟹財
産
の
蟹

理
の
名
昼
で
、
家
た
学
生
の犀
生
補
導

の
目
的
で
穴
学
が
智
理運
営
し、
堂
生

を
繍
琳
す
る
体
制
を
同
め
よう
と
し
「

国
立
大
学
霜
宿
會
藝

喪
綱
」
で

明
確
に
蟹
廻
体
制
を
強
化
す
る
助
き
を

見
せ
些

ま
た
篁
譲
関
と
し
て厚
生

賜
か
ら
学
里
履
へ
と
移
管U
学
雲
働次

長
制
露
年
)
を
制
窟
ル
て
文
響
よ

り
全
国
立
大
学
に
派
遣
し
立
部
冨
僚の

大
学
行
政
慢
入
を
図
る
よ
う
に
な
っ

た
.
堂庫
審
答
申
(三十
七
年
)
三
十

九
年
二
・
一八
逓
還、
O
蟹
規
則
を
矢

つ
蟹
軍
に打
巴

そ
の
聞
郎
生
施

ピ陣 ・鵬噌騨●●●°°°期冒崔

製
災
ロ理
化
)
と
抑圧
体
制
(改
籔
・

大
管
法
)
の強
化の
一環
で
あ
る
と
い

え
よ
う
.
特
に
昨年
以
後
の
大
学
当

履

文
部
樫
力は
そ
の轍
氏
的
な
笑
施

生
部
を
中
心
とす
る弾
圧
の
強
化と
教

授
A葬
議
会
な
ど
と
学生
の分
瞼
策
お

が
蓬

め
ら
れ
て
い
る.

曽・・二
…

…
.....§
.3
.三
噸..韓

謁
瓢.83..一.一…
一.一..・駈呂

=
曽
曽§

ヲ

一
畠

=
`
一層一。
3

一

闘
争
か
ら
次
第
に
反
梱
力
闘
争
へ
と
慧

が
、

く
に
い
える
のが
今
度
の
政
策
が
新
寮

に対
し
ての
み
適
応
さ
れ
る
の
で
、
旧

寳
の
多
い大
学
で
は
ま
だ
実
感
と
し
て

負
担
区
分
政
策
、
寮
規
約
な
ど
が
穴
学

の
自
治
、
繁
自
治
に
対
す
る
侵
害
と
は

講
え
ら
れ
て
い
な
い
所
が
多
い
.
ま
た

経
済
的
、
政
治
的
樋
勢
分
析
、
闘
争
方

針
の
正
罷
な
把
握
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
も
穴
き
な
障
讐
と
な
って
い
る
だ
ろ

う
.こ
のよ
う
に
祭
闘
争
に
お
け
る
全
国

的
に
足
並
が
揃
わ
な
い
の
は
、
各
地
方

繁
連
の
弱
体
、
ま
た
は
未
組
織
に
も
原

因
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
上
薪
寮間

題
な
の
で
旧
寮
(ほ
と
ん
ど
木
造
)
は

こ
の問
題
に
無
醐
心
で
あ
る
点
が
い
え

よ
う
。一方
全国
大
学
寮
運
合
(全
禦
δ

は
負
担
区
分
(二
・
一八
通
達
)

O

°智
政
策
を
教
鷺
反
動
化
、
軍
国
主
義
化

敬
策
と
し
て
、
大
学
の
艮
主
化
.
文
部

官
僚
の
孤
立
化
を
め
ざ
し
て
お
り
、
不

払
闘
争
ス
ト
な
ど
の
笑
力
闘
争
に
は
批

判
的
な
態
度
を
示
し
、
教
授
会
、
全
掌

鵠

に
高
ま
・て
き
て
い
壼

般
勉

共
盟

よ
る
鶏

を
慧

し
て
い
る

嚢

爺

験
鶴

齪
墾
・れに魂
していな鴨
垂

強
ま
る
管
理
体
制
の
圧
迫

=
,

一

三
=

3

一;

8一一一〇一=

;呂
噂零
,.

騨

殴
、
自
治
の
面
は
序
々
に
鱗
視さ
れ
ゐ

塾
尺
補
峡

管
理
面
が
強
醐さ
れて

き
た
。
こ
れ
ら
は
戦榎
の
教
青反
動化

め
政
策
と
轡
接
に
関
係
が
あ
り
日
本独

占
費
本
の
成
長
に
伴
う
大
衆
収
奪
(体

憂

…
一.一.ξ

輩

5

一一
一一
3

3
;

一
,多

一ゴ

"

…
寮
闘
争
の
理
論
化
と
組
織
化
を
ー
,・

をあ
ら
ゆ
る
障
省
を
排
し
て
も
強
行
す

る
態
度
を
よ
り
強
め
て
お
り
、
特
に
学

日
韓
条
約
批
准
間
題

ξ 認
___螂 醐 脚 蝋 凋

畿
糠 弓

秋
の
階
級闘
曇
の
中
心
環
が
旦
聯
条

約撹
准
阻
止
闘
熱
に
よ
づ
て
形
成
され

る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
九
月
以
降
の

社
会
情
勢
は
嵩
然
日
韓
闘
争
を
軸
に
回

転
し
τ
い
く
と
思
わ
れ
る
.
既
に韓
国

に
お
い
て
は
形
式
的
に
は
批
准
を終
了

し
、現
在
日
本
に
お
け
る
国会
批
被を

待
つの
み
と
な
って
い
る
。
旦
騨条
約

の

成
立
の
曹
承
お
よ
び
条
約
の
憲
義等
々

に
つい
て
は
略
々
語
り
つ
く
さ
れ
てい

る
と
い
うて
よ
い
だ
ろ
う
.
レ
かし
、

問
題
は
当
黙
に
も
、
こ
の
旦
鴨問
題に

つい
て
安
易
に
語
ら
れ
す
轡
ると
いう

こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
.
単
な
る
韓国
民

衆
の
反
日
感
蟹
分
析
か
ら始
ま
っ
て、

国
民
蝉
、
国
家
性
の
論
理
云
々
に
い
う

て
は
は
こ
の
速
冗に
お
い
て
日
本
敢府

に
旦
閥問
題
に
対
す
る
免
罪
符
を与
え

る
績
果
と
な
って
し
ほ
っ
て
いる
.
速

か
な
学
望戦
線
の
強
化
と
確
立と
巻図

る
こ
と
、
日
韓
間
題
の
内
包
する
室
鼠

営
▼5いな間
一閥点
を
テ
コ
に、
細つ
一つ

日
本
敵
府
⊥
裡占
資
本
の
野盟
を鰻
露

し
粋
酔
して
い
く
闘
争
の積
み
あ
げ
に

よ
る
鰻
終
的
阻
止
甥

にお
け
る大
衆

的
昂
鍋
な
ど
が
目
下
わ
れわ
れ
に
螺
さ

れ
る
間
題
点
と
竃
ス6

日
韓
条
約
學
期
妥
鯖
の闘
妖
に
は
、

の

日
韓
双
方
に
対
す
る
米国
の
圧
力
及
ぴ

日
韓
米
の
三
角
交
渉
、
昨年
十月
に
お

け
る
中
共
纏煽
発
襲
膿成
功
の
彫
響
闘

太
畢
洋
地
煽
に
お
ける
"層
包
括
的
な

安
愈
窪

飼
の確
立、
韓
国
学
里の

勤
向
、
韓
国
野
覚
の
襲

など
が

あ
る
で
あ
ろ
う
.
し
かし
ζ
つし
た
早

期
妥
績
の
背
景
の中
でも
、狩
に米
国

の
匹
轟
レ
≦
面
外
奪

ぱ
れ
る

 林
赦
桐
上
層
部
と
日本
独
占
資
本
従
厩

下
の
政
治
家
と
の鯖
ぴ
つき
に
韓
国
民

搬
は
饒
い
疑
惑
と
批判
を以
って
窪
視

し
て
お
り
朴
赦
糧
にお
い
て
も
、
日
本

に
お
け
る
国
会
靴准
を勧
うて
、
敵
権

交
縛
と
い
う
噂
が施
れ
る
ほ
ど
与
党
内

部
に
お
い
て
も
舳耀
阿を
示
し
て
い
る
.

加
え
て
五
月
甲
旬馬
朴
訪米
の
崩百
を

狙
った
耀
部
内
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
ー

の発
生
は
禾
然
に
発
覚
さ
れ
て
は
い
い

な
が
ら
、
軍
事
革
命
政
桶
と
し
て
豊
場

レ
兀朴
赦
柵
の
潟
来
を
曖
ポす
る
も
の

誘
轡
書
ま垂
裏
擁
嚢
識
薮

艶

状
況
は
、
こ
の
韓
国
に
お
け
る
批
准に
}露
さ
れ
る
.
即
ち
日
韓
条
約
を許
容
す

よ
って
、
一層
鮭
明
に
そ
の
勤
向を
顕

る
こ
と
は
、
日
本
労
働
者
人
民
が、
韓

現
化
さ
せ
、
系
統
だ
った
体
系
と
して

国
人
民
の
抑
圧
を
助
け
る
こ
と
と
なり

現
出
す
る
で
あ
ろ
う
.
幽つ
に
対韓
援

そ
れ
は
鳳
時
に
日
本
独占
資本
の
改

助
グ
ル
ー
プ
の
国
際
化
で
あ
り、
セ月

廠゚
思
想
阻
帝
国
主
践
的
憩
想
の許
容
を

二十
一百
米
貿
賜
経
済
合
岡
委員
会
に
一憲
味
す
る
か
ら
で
あ
る
.
日
韓間
題
と

お
い
て
、
対
韓
経
済
協
力
協
頗
グ
ルー

憲
法
改
定
問
題
は
、
日
本
帝
国
主義
に

%
賭
聾
縁
繋
配
雛
幹
擁
難
鰭
籠

め
、
主
要
に
米
政
府
に
よ
っ
て推
進
さ
れ
に
と
も
な
う
国
家
独
占
資
本主
義
体

れ
て
き
た
.
こ
こ
に
お
い
て
日
本政
府
し制
の
危
樵
と
再
編
と
い
う
範
時
でも
っ

と
捉
え
ら
れ
る
.
い
ず
れ
に
し
ろ、
日

は
ジ
ョソ
ン
構
想
を
灘
本
的
には
灘
め

米
の
資
金
を
最
大
限
に
利
用
す
る
と
一韓
圓
團
と
改
策
閻
題
不
可
分
であ
り
、

共
に
そ
の
計
団
轟

桶
を
把
握
した
い

そ
の
嶺
露
を
も
叡
底
的
に
遍求
して
い

憲
向
と
見
ら
れ
る
.
更
に
、
日韓
台
経

か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
.
こ
の事
は

涛
団
設
定
構
想
(日
本
円
圏
構
想)
、

当一然
に
も
六
十
年
以
後
半
降
の
日本
に

中
国
封
じ
ζ
め
後
方
鋼
二
戦線
の
形成

お
け
る
上
覆

遣
の
留
国
主
毅
的
再編

と
し
て
の
軍
至
同
盟
の
箭
想な
ど
日本

成
を
逆
に
窺
麗
し
て
い
く
作
築
と丞
る

壷
国
主
義
の
ア
ジ
ア
進
出
へ
の憲
図
が

で
あ
ろ
う
.
次
に
重
饗
な
事は
日
韓
固

明
確
と
癒
うて
い
る
し㌦
アジ
ア
に
お

題
と
ベ
ト
ナ
ム
を
如何
に把
握
す
る
か

ノ 物齢
黙

縫
鑓
鷺
諏
前
輔
籔
麗
麓

織
の
と
ζ
うも
多
い.
ま
た
与
生
の
そ

う
い
った
助
きを
完
全
に
鋒

で
き
る

体
制
が
完帽
し
て
いる
大
㌻
も
多
く
と

一種
の
民
主
化
運
動
と
し
て
しか

は
東
囲
ノジ
ア
の
経
済
的
彫
縛
力
の
強

化
、
書
積
を
図
って
き
て
お
り
隔
日本

の蘭
級
闘
争
に
お
け
る
い
わ
ば
分
駁
嶽

と
し
て
、
旦
騨間
馴
は
と
り
あ
げ
られ

よ
う
.
政
府
n
日
本
獅苫
貸
本
の
構
想

が
現
在
的
に
は
旦
聴
条
約
国
会
だ
け
に

限
られ
て
い
る
よ
う
に
見
える
が
、、六

一十
八年
獺
法
改
定
(維
新
百
年祭
)
七

拡
大
に
よ
る
民
主
化
の
勝
利
を
醤
う
の

み
で
貝
偉
的
な
負
担
区
分
に
対
す
る
物

質
的
な】
争
を
放
棄
し
、
当
周
の
敬
策

の
冥
鯉を
躍
め
て
し
ま
う
と
い
う
締
果

に
な
って
い
る
.

これ
に
対
U
て
京
大
や
酵
大、
佐
賀

大
など
は
、
こ
れ
ら
の
敬
策
を教
胃
に

対
す
る
反
駒
化
(大
簿

の
な
し
くず

し
)
政
策
と
日
本
独
占
貸
本
によ
る
体

制
強
化
、
大
衆
収
奪
の
強行
であ
る
と

し
て
、
実
力
闘
争
に
よる
反
体
制
闘
争

鮮舗
穂
鶴
継
暇莚

闘
一罧
冒=
.層̀
…
=
都…
.繋
甲画≡
一7零.二
曹

,

=

,

冨

朧

曹一一

=

噂

成
功
レ
な
いと
し
て
、
不
払
●
争
、
大

衆
団
交
を軸
にレ
なが
ら
長
期
的
な
闘

争
に
持
ち込
み
、
当
局
、
権
力
と
の
力

闘
係
を
変
えて
ゆ
こ
う
と
す
る
。

…
三
三

寮
闘争
は
極
め
て
政
治
碑
な
側
面
と

生
活
防
衛的
な
側
面
と
丞
あ
る
.
生
活

防衛
が
主体
の側
に
と
って
は
政
治
的

な
こ
とか
も
し
れ
な
い
が
、
一般
的
に

へ

ζ
う
いえ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
不
可

能
で
ある
。
ま
た
愈
進
的
に
な
?
て
も

慧叢
的
冠
分
裂
を
引
き
起
す
こ
と
に
も

な
る
.ま
た
寮
生
の
利
益
を
守
る
防
衛

闘争
に
依拠
す
る
こ
と
ほ
意
議
的
ば
は

団
結を
くず
さな
い
で
あ
ろ
う
が
、
お

矯
襲
㎜騨
鞭
燦
賢

例
えぱ
炊
夫
公
務
員
化
と
負
担
を
分

政
策
には
異
る
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う

し
新
禦の
必
要
性
と
負
担
区
分
内
察
規

約
も重
餐
さ
は
両
方
と
も
同
じ
だ
が
、

惣
翼的
な
力
を
持
た
な
い
掌
生
と
し
て

は
ど
ちら
か
を
と
る
よ
り
仕
方
が
な
い

状
態に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
勤
諮
え
ら

れ
る.
た
だし
ζ
れ
は
あ
く
ま
で
学
生

側の
親
荏
的
利
益
、
轍
利
を
守
る
つ
と

・寸
る
岨香
で
あ
る
.

こ
のよ
う
に
現
状
を
み
て
く
る
と
、

璽

の
卿
題
垂

堂生
の利
益

防
衛
と
為
国
寂
権
力
に
よ
る
大
衆
収
奪

と
体
制
強
化
に
対
す
る
反
体
制
闘
争
の

両
聞
を
露
み
非
常
に
困
誰
な
闘
争
で
あ

る
が
、
一股
学
生
に
対
す
る
鰯
唇
か
け

教
買
層、
潴
自
治
会
へ
の
共
闘
を
魁求

}す
る
ζ
と
も
震
異
な
活
動
と
考
え
ら
れ

る
が
、
寮
闘
争
理
調の
腔
鋸
と
祭
生
自

体
の
憲
識
的
な
取
り
組
み
が
今
後
こ
の

閣
扇
を
成
黎

せ
る
カ
ギ
と
な
る
であ

ろ
う
.
ま
ず
昊

に
お
け
る
祭
遷
の強

化
と
一
方
各
大
掌
に
お
け
る
繁遣
な

い
し
禦
自
体
が
自
己
強
化
を
強
力
に推

し
進
め
る
こ
とが
必
要
で
あ
り
、そ
の

上
に
立
っ
た
繁
連
の
蛆
織
的
強化
が
叫

ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
.

崇
闘
争
は
寮
生
の木
屈
の努
力と
主

体
と
な
っ
た
推
進
力
にな
ら
な
い限
り

大
衆
闘
争
自
体
も
あ
り
えな
いし
、
ま

し
て
や
国
家
糧
力
と
の
対
決も
あ
え
な

い
宕
)

・

ペ

ス

ト

セ

ラ
ー

生
協地
酋下
書
籍
都

Φ
「世
界
の
太
思

想
10
・カ
ント
・純
粋
理
性
批
判
」(河

出
書
房
)
②世
界
歴
史
7
)
(人
文
書

院
)
③
「原爆
体
験
記
」
(朝
日
新
聞

社
)
④
矢
野健
太
郎
響
「数
学
の
ず
す

め
」
(河
出書
房
)
⑤大
江
覆
三
郎
響

「ヒ
ロシ
マ
ノ
ート
「
(岩
波
新
書
)

ナ
カ
ニ
シヤ
書
店

①粟
昇警
「電
子

顕
敏
鏡
の
世界
」
(岩
波
新
書
)
②
豊

田
利
幸
蓄
「核
戦
贈批
判
」
(岩
波
書
.

店
)
③
「日
本
の
歴
異
7
・錬
禽
時
代
」

(中
央
公論
社
)
④
榮原
武
夫
蟹
「人

間
素描
」
(文芸
春
秋
社
)
⑤
「人
問

と
は
何か
」
気
薄
)

本
紙

二
一四
五
号

團
(七
月
五
日
号
)
第
十

面
に掲
戴
し
た
松
鼠
新
一氏
の
「戦
後

糟
紳
とほ
な
にか
」の
内
、
つ
9
の
よ

う
な
望天
な
脱
文
が
あ
り
象
レ
た
の
で

訂
正
いた
レま
す
.
ご
迷
感
憂
お
か
け

し虫
し
た
箪
者
な
ら
び
に
読
者
秘
兄
締

にお
詫
びし
ま
究

上か
ら
第
七
肢
、
左
か
ら
八
行
目
、

そ
のよ
う
な
モ
ップ
的
柑
神
こ
そ
戦
後

状
況
を
生
み
だ
し
う
る
か
は
知
ら
ぬ
↓

そ
のよ
う
な
モ
ソブ
的
制
紳
こ
そ
戦
後

凋
神と
呼
ぷ
に
ふ
さ
わ
し
い
.
そ
れ
が

ど
ん
な
新
し
い
公
状
況
を
生
み
だ
し
う

る
か
は
知
ら
ぬ
。

(編
集
郁
)
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轡

す
る
意議
の
昂
掘
は
当
然
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
は
また
三矢
計
圃
の
前
提
と
す
る

も
の
が
日韓
粂
約
締
鮎
で
あ
り
、
日
本

累
事
防
衛体
制
の
肱換
点
と
な
る
以
上

そ
し
て
六
+年
代
後
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鯵

敵
治
的
、
階
臓的
結節
点
と
な
って
い

る
以
上
、
大
衆
恣
兀で
の
思
想
的
浸
燃

を
退
求
す
る
こ
と
のみ
な
ら
ず
、
断
乎

日
韓
批
准
㎞
止
闘争
にた
ち
あ
が
ら
な

陶れ
ば
な
ら
な
い
の
であ
る
.
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改
憲
ー
日
韓
ー
ベ
ト
ナ
ム
の
遮
図
的
把
握
の
必
嬰
牲

け
る
国
嗣
級
闘
争
に
も
大
きな
彫
憾
を

与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る.

旦
腐問
題
に
お
ける
團外
的
間
題
と

し
て
は
お
よ
そ
以
上
の
よ
うな
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
国
内
閻題
にし
て
も

一
一暴
鎧

ほ
ら
ん
で
い
る
.

日
韓
会
鹸
の
鵡震
と
ζ
も
に日
本
労
働

者
蘭
級
に
対
す
る
公
然た
る
抑
圧
は
新

暴
捷
に
見
ら
れ
る
よ
う
に嶺
す
ま
す
強

化
き
れ
つ
つ
あ
る
.安
保改
訂
以
降
、

日
本
曜
国
主
劇
の
耀
活
およ
び亘
本費

本
の
蝕
立
に
よ
う
て
、
日本
帯
薗
主
鵜

で
あ
る
。
日
韓
条
約
が
安
保
条約
に
次

一い
で
B
米
反
革
命
閑
級
同
織
であ
る
と

同
時
に
、
日
鯨
条
約
は
日
本
帝園
主
義

の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
遙
出
1反
輩
命
の

観
開と
し
て
と
う
λ
一方
ペト
ナ
ム
固

題
は
、
同
様
に
国
際
的
反
叢
命と
し
て

タ
リえ
、
公
然
た
る
至
聚
と癒
うて
い

る
日
本
敵
府
の
剛
ベ
ト
ナ
ム
へ
の反
鼠

動
援
助
が
米
帝
を
楠
充
す
るも
のと
し

て
以
外
の
何
物
で
も
舜フ
＼
そ
れは
一

方
で
米
帝
の
璽
委
配
にお
ヨ
袖
級

と
し
て
の
衰
現
、
他
方
で
剛
ベト
ナ
ム

赦
の
隠
鵜
条
約
翠
期
双
納
喫
贈
、
外
め
線
で
不
可
62
な
気
配
も
あ
る
.
社
会
党

一柵
の
夏
配
体
割
の
整
桝
と
いう
よ.つ
に
指
導
部
胸
と
総
㎡
と
の
思
恐
に
ズ
レ
が

循
飛
的
に
も
と
ら
え
ら
れ
る
の
では
な

い
か
.
日
韓
ー
改
竃
問
甥
と
同
様
に
日

韓
1
ベ
ト
ナ
ム
問
題
は
日本
帝
国
主義

の
発
現
と
し
て
把
療
さ
れ
る
だ
ろう
.

韓
国
に
お
い
て
は
「韓
旦
勘
定
批
准

反
対
闘
争
大
瀞産
蓮
合
体
あ
麺
脳、掌

生
や
大
学
教
授
ら
蟷
歩
的
イ
ン
テ
旦
ゲ

ン
チ
ア
の
決
死
磐
朕対
闘
争
が
進
めら

れ
て
い
る
が
、
日
米
に
お
け
る
反対
闘

争
の
状
況
は
、
社
共
の
一日
共
闘
の
略

カ
シ
ミ
ー
ルに
お
け
る
印
・パ
両
国

の
戦
闘
が商
業
新
聞
の
第
一両
を
鰐い

取
っ
て
"ベ
ト
ナ
ム
4
は
漸
く
世
界
の

桧
舞
台
から
楽
屋
逃
へ姿
を
消
し
た
.

レ
か
し
いう
ま
で
も
な
宝

世
界
の
、

日
本
の
一般
市
民
、
労
働
者
、
掌
生
の

眼
の
届き
に
芝

な
った
ベ
ト
ナ
ム
で

南
ベ
ト
ナム
解
放
戦
繰
の
戦
い
は
熾
烈

を
櫨
め
、
米
冠の
北
爆
は
日
々
ハノ
イ

へ
、
中
共国
境
へと
近
づ
き
、
政
府
罎

け
ら
れ
て
いる
の
で
あ
る
.
む
し
ろ
、

米
軍
や
、
政府
軍
の
行
動
が
簡
業
新
聞

や
雑
誌
から
次第
に
そ
の
姿
を
憾
し
て

行
く
時
に
こそ
、
彼
ら
の
世
界
的
な
反

の
市
謹

"べ
、
コン
蓼

、
墾

挙
の
諸

彗

グ
ル
、
ブ
に
よ
.て

〃
一般
市
民
4
に
委ね
ら
れ
て
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
.も
ち
ろ
ん
馬
学
生
の

い
わ
ゆ
る
畑
郷
活勤
も
(こ
れ
が
〃活

動
累
"
次元
に限
ら
れ
た
活
胸
で
、
剛

般
掌
生
の
郷
里
での
生
渚
は
こ
う
い
う

名
砕
に
但
し
な
いだ
ろ
う
)
こ
の
皿
回

な
縦
を
占
め
る
わけ
で
あ
る
.
組
繊
労

働
者
の
加
融
と
字生
の分
叡
に
よ
って

豊
の
戦
い
は
爪都
に
お
け
る
吋
年
行
財

羨

会
や
婁

忠
嵜
る
べ
悉

は
増
々
露
わ
に
な
って
行
く
の
で
あ

る
.
あ
と
ニカ
月
余
の
六
五
年
の
メ
コ

現
が
、
今
里
の
総
辞
大
会
で
決
定
さ
れ
一ン
デ
ル
タ
の雨
季
は
南
ペ
ト
ナ
ム
蚊
府

た
運
動
方
針
に
よ
る
双
治
闘
争
強
化
冥

軍
、
米
躍
に冠
大
な
打
響
僧与
え
は
し

た
もの
の、
極
地で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
全

ま
で
の
ば
だを
ゆ
　に
　
ら
の
ゆ
　
な

一
戴

難

親
者
を
増
長
させ
、
引
ひ
い
て
は
東
爾

ア
ジ
アを
、
日
本
を
彼
ら
の
軍
扇
的
な
一

量
要
な戦
略麺
魁に
化
す
る
敵
策
を
助

一

長
す
る
こと
に他
な
ら
な
い
.

し
かも
、
これ
ら
の
實
に
亙
大
な
危

畿
を
迎え
る
世
界
人
民
の
反
帝
国
主
義
一 指

導
狸
を
垣
握
され
て
い
た
.

八
月
十
五
目
於戦
二十
周
年
を
妃
欲

し
て
開
か
れ
た
〃ベト
ナ
ム
固
題
徹
夜

討
論
会
μ
は
知
謡人
層
の
強
い
興
駄
と

器
毒

轟
の
筆
露
の
墾

関
心
の
的
参

プ。
ビ
嬰

で
。

あ
る
が
、
社
会
冤
は
十
月
初
旬
国
会
に

向
け
て
の
四
干
萎

名
の
墾
、
蜘

内
闘
争
と
呼
応
レ
兆
函
会
で
団
デ
モ
を

誰
鷲
欝
籔
繕
酔
雛
辱
鱗
蝋
藷
一鰻餐
縫
鱒
墾
輕

て
い
る
.
ま
だ
敵
府
は
日
韓
批
櫛
に
向

市
民
の慧
繍
の
説
層
か
ら
、
今
や
ほ
ぽ

継
中
止
の
経
繊を
兜
れ
ぱ
こ
れ
ら
の
運

け
て
の
園
民
への
P
匙
運
勤
を
脳飴
し

確
突な
彼
ら
の任
霧
を
忘
れ
さ
せ
る
こ

勤
形
態
が
価
め
て鞍
慢
な
舵
で
の
園
民

て
お
り
「
国
会
に
お
け
る
与
覚
、
野
党

と
に
成功
を
収
め
つ
つあ
る
。

の
憲
謡
硬
更
を
目揃
レ
た
㎞蒙
運
動
で

で
の
政
墓
鯉爾
で
の
対
決
は
も
と
よ
り

長
い
唖期
休
暇に
よ
る
都
市
の
学
生

そ
の
指
響
閥
題
慧餓
が
暴
露
さ
れ
て

大
衆
盗
兀
に
語
け
る
日
韓
間
題
に
対

不
仕
は
戦
い
の農
開
を
"非
組
織
'
の

い
る
と
い
える
だ
ろ
う
.

れ
た
.
五
月
か
ら
鼠都
四
条
河
駅
町
で

毎
目
認
続
け
ら
れて
いた
脱り
込
み
は

そ
の
戦
鰯
を
金
国
に拶
出
し
て
、
九
月

帽日
、
日
韓
条約
加薩
阻
止
、
ベ
ト
ナ

ム
疲
略
反
対
を
融え
て
!印民
総
凍
心

の
日
β
と
し
て
一応
の
成
果
を
納
め

た
.
こ
れ
ら
二
つの
耀
蝉に
見
ら
れ
る

の
は
組
織
と
は麦
面
的
に
手
を
切
った

形
で
の
大
衆
運動
創
造
の
姿
輔
と
そ
の

還
蜘
形
態
で
ある
。
ア
メ
リ
カ
を
始
め

と
す
る
帝
困
主義
膝
下
で
の
市
民
運
動

の
商
瓠
(テ
ーチ
・イ
ン
や
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
コ
ン
)の
形態
が
日
本
で
の

前
述
の
二
種
の運
蜘
に
大
き
な
彰
響
力

を
与
え
て
い
るこ
と
は
明
瞭
で
あ
る
.

〃徹
頓
罰
諭会
'で
の
ア
メ
リ
カ
人

ま
た
、
京
都
舞
萎
の
,九
・
7

ア
ジ
テ
ー
シ
ョン
に
〃ロ
ー
プ
デ
モ
で

縄
で
し
ば
ら
れ
た
着
番
の
懸
りを
ぷ
っ

っ
け
よ
う
'
と
い
う
枇
め
て
衰
面
フ
7

ナ
テ
ィク
準
又
句
が
並
ぺ
ら
れ
て
い

た
.
豊

の
痴
限
の
拡
大
と
いう

晒
黙
の
綱
婁

り
さ
れ
た
翼
萎

の
古
閃の
ア
2
アー
シ
コ
ン
と
いえ
る

●零.髄■9鱒・反革命としての米帝の北爆ぎ廟鞠■●●●●
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だ
ろ
う
.

二
ヵ
月
余
の
長
い
沈黙
の
後
に
我
々

学
望
は
再
び
ベ
ト
ナ
ムの
憲
昧
を
噌
み

し
め
、
今
や
国
際的
反輩
命
の
砦
と
し

て
の
戯
量
を
占
め
よ
うと
す
る
日
本
が

旦
鴨条
約
批
准
に
よ
って
軌
聚
に
お
け

る
軍
事
的
、
経濟
的
畏勘
とな
り
つ
つ

あ
る
ζ
と
に
強
い
反
対の
慧
志
を
衰
わ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い.
も
蒙

ん
ζ

の
為
に
は
霧
々
自野
の戦
う
部
隊
の
再

一
嵩

=

=三

一゚
三
一一
漏

嬬
が
緊
急
の
任
務
で
あ
る
.
六
月
選
挙

によ
る
同
学
会
入
れ
祷
、
府
学
遷
多
数

派
の
フ
ロン
ト
と
の
"力
闘
係
か
ら
何

行
委
笥
の
市
民
的
次
元
の
運
動
へ
迫
従

等
、
同
学
会
、
府
学
遍
な
ど
誠
々
の
身

の
同
り
の
戦
う
組
繊
は
急
超
に
そ
の
56

体
化
を
塩め
て
い
る
の
で
あ
る
.

そ
し
て
極
め
て
古
典
的
図
式
な
が

ら
、
こ
れ
ら
紺
織
的
卵
体
化
は
わ
れ
わ

れ
に早
急
な
理
編的
蝿
て
直
し
、
規
時

点
にお
け
る
最
も
重
大
な
、
ペ
ト
ナ
ム

問
題
を
如
何
に
階
級
闘
争
の
餉
運
の
下

に革
命
的
反
戦
闘
争
と
し
て
位
置
づ
け

る
か
を
劉
氷し
て
い
る
.
こ
れ
は
と
り

も
盗
さず
ベト
ナ
ム
ー1
旦
脚
の
経
済

的
、
政
治
的
爆鯛
性
を
把
握
す
る
こ
と

にお
い
て
、
こ
の
二
大
重
饗
間
題
の
結

合
を
有
効
に
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
.

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
窟
大
、
か
つ
明
白

な
わ
れ
わ
れ
の
任
麺
は
さ
ま
ざ
ま
な
闘

争
にお
け
る
民
族
忍
義
的
偶
向
や
平
和

擁
幾
遷
動
的
賦謬
を
排
し
て
還
邸
の
固

簸
化
を
兄服
す
る
こ
と
を
削
提
と
し
て

いる
。
十
二月
傘
国
紅
争
同
再
嬢
を
目
指
す

社学
同
な
ζ
制左
翼
各
派
の
駒
巻
は
最
.

近と
み
に
活
党
化
し
て
い
る
が
、
反
日

留
闘箏
の
立
場
か
ら
目
栂
団
争
を
一牧

管板
と
す
る
部
分
や
、
反
戦
國
争
を
標

葡す
る
都
分
への
分
製
な
ど
今
後
の飼

争
の
担
って
い
る
極
柏
は
慧
外
に
大
き

い
。秋の
ベ
ト
ナ
ム
壇

を
妨
め
とす
る

請
問
題
に
対
処
す
る
に
当
り
」
わ
れ
わ

れ
は
こ
の
製
の
遭
脇
を
軸
櫨的
に
展開

し
て
米
た
駅都
醤
行
委
な
ど
の和
民
週

動
グ
ル
ー
プ
へ
の
詳
価
か
ら
始
めな
け

れ
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
.
そ
れ
は
いう

ま
で
も
な
く
ジ
ュネ
ー
ブ
協
廻
遵守
と

い
う
よ
う
な
禰理
に
見
ら
れ
る
体
制
還

元
的
な
平
記
運
動
禰
を
こ
れ
ら
市
民運

動
か
ら
切
り
睡
す
こ
と
で
あ
り
、ま
た

こ
れ
ら
に
有
勤
に
対
決
し
う
る
も
のは

何
か
を
早
急
に
認
織
す
る
ζ
と
で
はな

い
だ
ろ
う
か
.

㊨

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
・
振
替
東
京
八
〇
八
番

荒花
の
達

三

浮
草

長
編
話
題
作
!

賓
名
に
な
る
た
め
に
は
、
女
の
す
ぺ
て
を

利
用
し
、

娼
郷
の
よ
う
に
男
か
ら
男
へ
と

流
れ
歩
い
た
あ
る
女
涜
作
家
の
生
涯
-

私
は
女
雍

女
で
あ
る
こ
と
盈
吊蔭
に
養

圭

き
組ぽ
な
ら
ない
…3・ζ
れ
は
、
自
分
の魅
力
塗
過
信
し
滝

伊
沢
登
L
の
愚が
な
知
憲
で
あ
った
。
才鮨
乏
レ
いこ
の
女

流
作
蒙
は
、
肉
体だ
げ
が
歩
い
て
い
る
、♪
話
評
さ
れ
な
が

ら
、
虚
名
に
飾
ら
峨
女
王
の
如
く
驕慢
に生
き
些

そ
し

て

女
で
あ
る
こと
が矢
わ
れ
巽

血
を
吐
く
よ
う

な
瓢
あ
芦
レ嚇に
悶
え
な
選

彼
女の
肌
は
相
手
を

束
め
て
い
↑

そ
れは
余
り
に
も
夏
れな
、
す
さ
ま
じ
い

女
の
繕
で
あ
っ
た
.

▼
●循
申
・儒
日
二
◎
周

平禾
口
福の

羅

羅1

剣

鬼

柴

田
錬
三
郎
著

誓
餐
棄
零

蟹
六9
閥

師
を
攣
曳
流
派
を
遭
て
人
聞
の
鳳

愛
を
嚢

め
る剣
の
墨
隅.
亦

情
な剣
の
道
に
叢

奇

を
を
つ藝

ちの
載
念
姦
い

て
鬼気
婆
蒔
代
小説
.
「猿
眼
流
左

忍
導
婆
介

池
波
正
太
郎
著

§

・

治
転
っー

嚢

の陰
璽

黒
い刃
厩
雲

つて
暫
■

†
る
忍
看
た
ち
ー

こ段

爵
ら
の

正
員渉蕾
茎

め
に
,鼠
嘱
の
働
に
叛

い
た忍
暫
莚
天
介
の
、櫨露
な
死
■

儒
冒天
0
陶

藷
訟
轟
漁
獺灘

●
第
六
回
配
本

塞
犀

(五)

小
脱
「女
の凹
h
あ
に
い
も
う
と
」「復

讐
h
夏
獲
記
h
山犬
h
霞
王
山
」「神
か

を
ん
な
か
」
「チ
ン
ド
ン
世
界
h
貴族
」

等
十
二
編
と
■雌
・■
酷霞
盲落
日
記
」

「馬
込
林泉
」等
二
十編
冷収
鎌
.
既
刊

竃
骨
融
揃
鞘
売中
・僑
各
一玉
O
◎
田

●
第
二
回
巴
本

悪

、
尚
4～『き

■
■

・ 一 る
置 ■L

三匹■ ▲
■ ▲

始
1,■ 哩L

摂津
騨
■
二
百
本
〒

夏
且
整
路

嚢

志
馨

鴬
西
曹蔵
、

森
鴎
外
に
つ
い
て
、久
保
田
万太
邸
諭
、

谷
崎
潤
一郎
と
停藤
轟
夫
等
、
目
本
の

伊
家
.
作
品
諭
喜
鋤
〃
収
録
.
厩
刊

「鯖
九
僧」痴
粥
申
・蟹
各
二〇
◎
◎
円

聖

少

女

倉

橋
由

美

子

純
文
学
書
下
ろ
し
特
別
作
品

バ
バ
し
か
恋
し
得
な
か
o
た
少
女
℃

モ
の
業
寳
な
ま
で
に
飯
し
く
襲
し
い

鶏
じ
ら
れ
た
愛
の
告
白
ー

自
璽
畢壷
肇
苺
浄
死
な
紫

み
ず
か
りの
記
憶
を
む
喪
失し

た
ひ安
は
、
失わ
航
た
遍
嚢
の
わ
た
しの
、
奇
妙
な
ノ
3
トを

路
見
し
た
.
°…:パ
パ
な
る
異
性
を愛
し
、
肉
体
ま
で
も
ささ

げ
た
わ
た
し
.崇
窩
な
壼
でに
妖
し
い禁
じ
ら
れ
た
肉親
への

愛
と
賜
酔
.謎
に
つ
つ
ま
れ
か嬉
匪
の
わ
た
し
の
な
か
へ
の、

裏
歓
に
み
ちた
旅
路
…
…
近
親
桐
姦と
い
う
絶
対
的
タブ
ー
を

主
尾
に
、反
・社
会
的
倫
理
に
生
きる
人
間
像
を
描
いた
、野

心
的
葎

品
.

▼8循
中
ー

賃
ロ
昌0
需

「一一一
[}

り「
[

の
名
著

会田雄次編

蒙

的
鰻
組
Uζ

い
露
慮
雲
と
ン
あ
歴

史獄奄
.彼ー

で
も
す
ゴ
リ
リれ
養

窟
慧
の
興
趣
つ
き
ぬ
パ
ノラ
マで
ある
.

 ,

公粟
庸
三
趣

は
ど
う
い
う
馨

三
浦
つ
と
む
著
難

鷹
緩

霧

鰭

近
代
日
本
を
色ど
る
四
大
事
件
の
翻
的
な
真
相
と
全貌
1
「本
雷
を
ひ

小
島
直
記
著
繋

譲

磁凝
象
ζ

至誠堂新書
棄京神田勲触71振 替寛京97579
各230円 ★訓80門〒⑩円

 

㊥

こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合

図
説
日
本
人
の
国
民
性

ニ

ッ

く

た棘

ぱ歪

旨妻
動 薪車 蓋

、嬰覧●りた
やカユ1ン
ニ

編}`

議
欝
田
一昏
艀
)

大
河
内
顧
男
箸

訓
袋
組のー

に考
λる

林
知
己
夫

ほ
か
馨

日
本
人
は
変
った
か
?
三
回
の
全
国
闘
釜
を通
し
て
見
た
心
と
行
動

ボ
ン
商
人
赤
い
国
を
行
く

の

バ
ー

キ

ン
ソ

ン
の
法

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の
成
功
法

晒

魑
下
医
よ嶺

日
民
★

せ
ら
れ
ぬ本

6
・N
・パ
ー
阜
ンソ
ン
著

峯
盤
蟹
候晒貝

■
蛙
匹か
の経
欝
攣自

福
昌
正
光駅

伽灘
輻
誘
甕

薮

轟

'

勤 鷺

麟
界 出

義.婆

霧 薯1
止 懸
¥、2。。 観

 

ラ
イ
ト
℃

ヱ
パ
ン
、
ド
イ
ツ
チ
エ

共
編

法
博

嵐
島

専
之
助

訳

戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
信
念
の
も
と
に
.
各
界
の

篤
表
的
な
学
者
、
政
治
家
が
執
筆
し
た
核
戦
争
に
よ
る
大
破
減
を
避
け
る

た
め
の
諸
提
案
.

●
纏
日
新
聞
鰹
1
ー
核
戦
争
の
回
避
と
い
う
こ
と
は
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
局
が
慕
化
を

つ
づ
け
る
現
在
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
1
饗
性
を
お
び
て
き
て
い
る
二39・…
・.

私
た
ち
は
こ
の
際
あ
ら
た
め
て
核
戦
争
即
ち
第
三
次
世
界
大
戦
を
い
か
に
防
止

す
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
○
こ
の
本
は
こ
う
し
た
意
瞭
で
時
宜
に
か
な
っ

た
も
の
で
あ
る
…
…
…
。

原
爆
か
ら
生
き
残
る
道
変化
縣
悶
糊

D

・
E

・
リ
リ

エ
ン
ソ
蟹
ル

著

法
博

寓
島

守
之
助

訳

●
鵯
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
麗
ー

原
子
力
の
問
題
健
、
軍
事
・童
桑
・
政
治
等
関
連
す

る
と
こ
ろ
が
広
く
か
つ
深
い
の
で
、
そ
の
本
質
を
つ
か
む
の
は
む
ず
か
し
い
.

:
…
:
・・リ
リ
エ
ン
ソ
ー
ル
健
マ
ン
(
ツ
タ
ン
計
画
の
名
で
よ
ぱ
れ
る
原
爆
製
造

計
画
の
発
展
継
続
の
た
め
に
新
し
く
つ
く
っ
た
原
子
力
委
員
会
の
初
代
委
員
長

三
…
…
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
::
…
;.

今

日

の

北R
・
A
法
樽

北
朝
鮮
の
政
治
・経
済
・
祉
会
的
発
展
を
概
観
し
、

胃
な
ど
全
般
に
つ
い
そ
興
味
深
く
飾
鋭
し
た
も
の
.

朝

鮮
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